
昭和30年(1955)7月27日徳島県南部の地震踏査報告発

徳島測候 所内

550. 346~ (523，1) 

まえがき

昭和 30年 (1955) 7月27日10時 21分ころ，四国，近畿地方の全般，中国地方の大部分および

一九州の一部にわたってかなりの地震を感じた.震央は 33.750N， 134.30E，深さは 0"-'10kmで，震

源における発震時は 10時20分 49秒と推定される(地震月報 55号 (1955年7月)参照). 
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Fig.1.各地の震度 Fig.2.震度~震央距離曲線

各地の震度分布は Fig.，1 V乙示すとおりで， 最大震度は震央付近でVである (Tab.2参照).こ

れから震度~震央距離曲線を描くと， • Fig. 2のようになる. また，坪井の新公式から地震の規模を

算出すると 6.0となる.

余震は 7月中に有感4回，無感 58回 8月中に有感 3回，無感44回 9月i二十q乙有感 2回，無感 13

回10月中広有感 2回，無感 19回起っている (Tab;1参照). 

Tab.1.余震の表(10月31日現在)

日時分

7昼…山 11 05 
72月7 11 38 72月7 12 47 72月714240 1〔有〕

110 031 ， 1113 11 51 13 .53 14 
34 (有Jl' 11 31 11 58 14 51 

後 TokushimaWeather Station : On the Earthquake of Southern Partof Tokushima 
Prefectur'e， Jtily27; 1955 (Received' March 1，1956). 

州福長，福井両技官調査(地震課市川技官編集)
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22 験震時報 21巻 1号

日時分 l日時分 |日時分

8月3 05 25 
8月

91月9、 00 19 (有〕5 08 19 30 

5 11 02 05 06 29 23 04 21 04 14 
02 55 14. 47 17 12 52 25 23 40 5 16 
03 04 4051 10 19 23 50 26 00 14 5 37 

5 11 09 20 01 20 (有〕 30 11 53 6 44 .. 03 17 
7 09 01301588 〔有〕

6 09 18 16 21 
10月3 7 02 43 21 08 20 18 27_ 7 11 18 06 

8 21 13 08 09 10 4 03 43 
o 16 21 20 18 33 17 25 5 13 19 

o 27 30 00 36 20 47 22 02 15 14 42 

l' 13 0047404 9〔有〕
8. 14 23 11 47 19 .44 

15 30 23 16 45 6 12 55 1 59 07 56 22 38 27 10 12 13. 14 2 27 09 06 
9 10 56 18 36 8 07 19 2 54 

13 00 10 08 19 21 35 10 12 .05 3 27 
o 49 19 09 11 00 41 29 21 59 12 '1108 

4 39 31 03 04 12 13 09 
9月1 00 24 22 34 

7 20 07 48 14 25 
14 15 26 

79045 2 
08 09 .14' 55 10 21 

15 56 (:有〕22 57 13 11 '19 26 
4 15 47 19 03 55 

1 04 13 15 19 42 04 09 
22 54 13 10 46 7 '16 23(有〕

1 25 
8月1 00 53 

11 02 10 05 37 23 00 10 
1 27 24 09 03 
2 23 18 53 18 50 25 01 16 

一一一一一I

6 05 07 06 
14 02 47 (有〕 11 19 03 01 59 

1 08 14 44 (有〕 15 20. 04 12 19 04 
26 07 01 (有〕16 08 26 

1 26 23 53 16 09 09 30 18 17 

注 洲本だけで記録され，他の測候所の地震計には記録されなかっ・た場合も余震とした.

震央付近の地形は参考写真からもうかがえるとおり， Fig. 3 .~乙示す

ようなかなり急な「すりばちJ状を呈し，その谷間の中腹に県道が作

られている.これが，本震および余震の震動により落下した岩石，土

砂のため各所で埋没した.また，同地域の部落の家屋の壁がはがれ落

ち，石がきの倒壊などの小被害があった.なお，落下岩石のため，死

者 1名，負傷者8名が出ている.

Fig.3.那賀川上流域

断面図 l

那賀川上流の各部落では地鳴が聞かれ，その直後に激しい上下動を

感じている.掛け時計は南または北むきのものだけが止まり，東また

は西むきのものは止まらなかった.

倒壊じた石がきについても同様の現象がみられ，南または北むきの石がきだけが倒れている.

踏査結果持

本震直後の 7月29日から 8月4日までに震央の北側の那賀川上流域 (Fig.4)，および南側の海部

川上流域 (Fig.5)の周辺各部落の被害状況を踏査した.その結果を次表l乙示す.

プ那賀川上流域踏査 (30年 8月3日，4日)徳島測候所福井技官担当

海部川上流域踏査 (7月29日， 30日， 8月4日， 5日徳島測候所福長技官担当

--:-.22ー



23 昭和 30年 (19$5) 1月 21日徳島県南部の地震踏査報告一一徳島測候所
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Fig.4.那賀川上流域の大規模な山くずれ箇所

1)小浜， 2)長安口， 3)春森， 4)出合， 5)坂州， 6)追立" 7)沢谷， 8)平谷，

9)丈ヶ谷， 10)市宇， 11)海川口， 12)海川， 13)出原

Tab. 2.那賀川上流域および海部川上流域の踏査結果

那賀川上流域

層地の近付

宮浜村 1 V 
が上6参のけ照くきず裂)れ6(2F，1g道5路9 

れ宮浜落中ち学2校.の壁のはが に止ド激まドンしるいと上い下う音動，と時と計も
泥板岩

小浜.

合小浜間 ・出
1.......4 

随通路所の行破不に壊能山起くずりれ，と」道時

付者出よ口2近合，(2り図春付，で(上日重近死森g第傷者で(図27者搭1点参上，2F第)照重岩，で)3長車石傷点安者傷ι ) 

色灰色の泥お板よ岩び緑. 
/ 

出合， 4 V 
向山4腹cmの長の山吉き道約裂江7東m西，方幅 人ー家か所の長南向さ約きの2石mが倒壊き 上たゴ下ーな動のと上い時のう計物音品と止落まと下もり，に

泥板岩

の 他そ地鳴建造物の被害変地|聖上申|名地

.出合・坂 14.......5I . I山〈ずれ 2，小がけ
州間 1-1くずれ随所.

坂州 5 IV 
石がきの一部倒壊4--5. 上な?ゴこ下なーど動皆のと上無い時白.う音計物のの品停のの止落ち下 一一

坂谷間州・沢 5.......7 -1 追市以北立K皆(Il図l無く上ず第れ6随点所)以， 壊立山腹.ダかム監ら岩視塊所落の下屋根，追破

追生生石以ろ界北立界灰く岩以てのはの南泥堅凝弱.板灰はいい岩岩古中4 

IV 

一一 傾転落上倒下斜の地茶，の回わ墓転ん地皆4無の乙北墓石側台石中に I 南嶋来多21方の回回乙くかのの/な/週日地ちらり，域，ザ，上最本ーは下有近震と後い動感は特地余う地従震震ι 古傑岩生界が白多砂い岩
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24 験震時報 21巻 1号

地名|量上~I 震( 地
月k
oι 建造物 写被害!地鳴その他

合平平谷村谷出間
4~8 

不決万Ilr能府潰く筒ずの3れ所，き道裂随7所路，道ι・通東路行丙の
一， 、

、

平谷 '8 V 道路にき裂.

諸市18叶-1がけく吋所4.1出の| 即

臨海110-111-、[随所附けくすれ | 
海谷川間 ・平 12--8 

|宅守路irζそ能暴Zていた 高海没わt川さ付る10近山mのく，ずト幅れン1のネ5mTルこ埋lめE 
こ行箇ろ所不に 裂く. 山くれ ，パス

バの通

上海海川木川頭閲口村・
11---12 

道がし路たげ土箇く所ず，岩れ5塊9随程所の度落.下の

海川 12 .v 
道路，裂m3幅の.く4所高らcmい々さに色長らいき5 

墓S石1503W基にの回う転ち)1基が

オmき51 く白4m山sくず幅の

木出原頭村， 13 V 軽度のがはくずれ所

石基江が転北中回2転倒tきE基の，傾，が8倒く5S基壊基(がFVが1墓gs南E5石方1まr07参向たE 0 
.々

t乙

‘ 
は
百召

t 、

=・で 24 

、!ー

ゴーとい上泥あうらう背れ下水ねるとと成裂ほも色瀬ι が出ど立激ヮでしいい 動ない. 

のでは田つりの にき
'はい ， がふ
たそで

ゴず万下下ーにたtじE掛かの動が掛，と水い，けたけら東平南たな5たE動音時ままのL もとともに

感南 んという

j二 たτは北西止止物いむまで
き 計たは

つ はロむまロロ
落きら のは上の

付近の地層

那板てのく東賀岩て中西弱川生層界Kにいそろっ灰も色

の泥

緑板~灰色の泥
岩.
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昭和 30年 (1955)7月27日徳島県南部の地震踏査報告一一ー徳島測候所

Fig.5.小浜村のがけくずれの状況

Fig.7.長安口付近の山くずれ状況

Fig.9.海川口，助村聞の岩塊落

下状況
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Fig.6.小浜村の県道面のき裂
(長さ12m，幅6cm，深さ30cm以上)

Fig.8.平谷における墓石の転倒，回転

Fig.10.出原における墓石の回転状況

(正面から時計四りにゃく 20
0

回転している)
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26 験 震 時 報 21巻 1号
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Fig.l1.-'.海部川上流域山くずれ，がけくずれ箇所の分布図

Fig.12.皆ノ瀬・寒ケ瀬聞の道路側面の Fig.13.寒ケ瀬・大比間の道路側面の崩壊状況

崩壊状況白線内).路面上の土砂，岩石は大部分

海部 JI¥.上流域 守取のぞかれていた

地名 |科医| 地 変 建造物の被害，そ の他

神瀬野 ・皆 1--2 V がけくずれ，路面の数か所にき裂.

皆多3ノ瀬ず所，東でれ北家，る屋程西まのたむ度墜はKがむ時き裂計きき止のK墓一掛ま石部けちず崩はた壊時倒れ計zず~ 止ノ間

ま少かり き石南の

平皆ケ井瀬ノ瀬間・寒・
2--3--4 V 

平所箇く所行，々落iし2E6下たli.l 岩小く道石ずき路れ裂のの，随た破が所め壊路け(F2面l〈g~ず全13体2れヵ参が所特照お~)区お後道わ者れ路多lたE 
家墓屋石のの壁倒れに小たもき裂の.な石くが，多き少のず一部れ崩た程壊度Jif.

寒王余レケイ瀬魚ダ谷・ニ
4--5 V m山高くずされ50箇m所~ 3 か所， 最大のもの長さ 40

谷落花な底小下も岩にのき石裂落倒下壊の墓.ーた石石めが石き林上燈用白ろ軌神う道社の線，う路寺ち3院不0皿安のが壁定
D 間

大寒叉ケ瀬 ・
4---6--7 V 

起林道り，ぞ道い路に面山のくず崩れ壊'1が(Fけig.く1ず3参れ照が)随.所に 家崩屋壊の.壁の一部き裂.水田の石がき一部
比間 ・川

小小木川谷屋間・・ 下樫 I トト10
V 山き裂くず，れ随所，道路の切取面の崩壊，道路面の I 同 上
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